
「畜ふんペレット暖房機の実証試験について」畜ふん ット暖房機の実証試験に て」

畜ふんペレット暖房機
写真：社団法人宮崎県バイオテクノロジー種苗増殖センター

(宮崎市佐土原町）



原油価格の急騰は、本県の施設園芸の収益性に深刻な影響を与えたところである。

事業の目的

、 芸 深 響
そこで、従来のハウス園芸用燃料（Ａ重油燃料）に変わる代替燃料の開発を目的に「バイオマス利活用プロジェクト

チーム」において、本県が豊富に有するバイオマス資源を利活用し、畜ふんのペレット化による燃料とハウス暖房機を
開発し、その実用化に向けた調査を行う。

バイオマスプロジェクトチームとは

設 立：平成２０年１０月
構 成 宮崎大学 経済連 都城農協 南 興産 都城市 県構 成：宮崎大学、経済連、都城農協、南国興産、都城市、県
内 容：「畜ふんペレット」を燃料としたハウス暖房機の実証農場（２箇所）において、暖房機の性能及び農作物にお

ける生育影響等について、調査・検討を行い、機械の実用化を図る。

調査 検討項調査・検討項目

１ ハウス暖房機開発検討
(1) 暖房機の性能等(1) 暖房機の性能等

●熱量、燃費（Ａ重油燃料との比較）、●温湿度測定、●生育・収量調査、●残灰発生量及び成分、
●機械の小型化

(2) 排気関係
臭気、排気成分臭気、排気成分

(3) 畜ふんペレット関係
臭気、保存性

２ 原料調達、供給体制の検討
(1) ●原料に用いる畜種、●必要量、●配送・収集体制(1) ●原料に用いる畜種、●必要量、●配送 収集体制

３ 環境関連法への適合及び環境評価の検討
(1) ●大気汚染防止法、●ダイオキシン類対策特別措置法等、●二酸化炭素排出削減効果等



畜ふんペレット暖房機の概要 ①

実証農場全景

（１）畜ふんペレット暖房機

項　　目 単　　位 内　　容

熱出力 Kcal/hr 100 000～150 000

畜ふんペレット暖房機の仕様

熱出力 Kcal/hr 100,000～150,000

燃料 － 畜ふんペレット（ブロイラー鶏ふん）

燃料消費量 kg/hr 20～30

点火用燃料 － バイオエタノール点火用燃料 バイオ タノ ル

電源 － ＡＣ２００V　三相　６０Hz

消費電力 Kw 4

寸法 mm 1,765w×3,030w×1,880H

排煙 着火燃料タ ク 灰収集装置排煙、着火燃料タンク、灰収集装置

灰収集装置

畜ふんペレット暖房機



自動運転設定画面



警報確認画面



畜ふんペレット暖房機の概要 ②

（２）畜ふんペレット貯留用バラタンク（２）畜ふんペレット貯留用バラタンク

項　　目 単　　位 内　　容

容量等 － 飼料用バラタンク・搬送機（３ｔ用）

（３）畜ふんペレット

項 目 単 位 内 容

バ

項　　目 単　　位 内 　容

発熱量 Kcal/kg 5,000

焼却灰の割合 － 燃料の１６％

焼却灰 成分 畜ふんペレット貯留用バラタンク焼却灰の成分 ％ Ｔ－Ｐ：２２、Ｔ－Ｋ：１２

畜ふんペレット

焼却灰

着火燃料バイオエタノール



実証農場の概要

実証農場名 都城市モデル農家
（社）宮崎県バイオテクノロジー

実証農場名 都城市モデル農家
　　　種苗増殖センター

品　　　目 きゅうり にがうり

作付面積 ９ａ ７ａ

設置場所 都城市高城町 宮崎市佐土原町下那珂５８０５設置場所 都城市高城町 宮崎市佐土原町下那珂５８０５

農　場　主 Ｏ農場
（社）宮崎県バイオテクノロジー

　　　種苗増殖センター

設置年月日 平成20年10月6日 平成20年10月14日

実証農場検討 園芸振興協議会北諸県支部実証農場検討
構成メンバー

園芸振興協議会北諸県支部、
経済連、南国興産

経済連、南国興産、県

備　　　考



コスト試算（当初）

きゅうり・普通期（１シーズン）、畜ふんペレット：40円/kg、重油100円/Lの場合

畜ふんペレット暖房機 Ａ重油ハウス暖房機

燃料カロリー ５，０００kcal/kg ９，３００kcal/L

燃料使用量 １４，０００Kg ７，０００L

燃 料 単 価 ４０円/Kg １００円/L

ランニングコスト １４，０００×４０＝５６０，０００円 ７，０００×１００＝７００，０００円

　

差額 ７００，０００－５６０，０００＝ １４０，０００円額 ， ， ，

　



調査結果（温度①）

平成21年1月25日都城市モデル農場ハウス温度変化
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調査結果（温度②）
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設定温度上限 設定温度下限 運転開始時刻

（都城市モデル農家）

第1設定 20.0 ℃ 17.0 ℃ 6時30分

第2設定 19.0 ℃ 18.0 ℃ 8時00分

第3設定 16.0 ℃ 14.0 ℃ 17時00分

第4設定 14.0 ℃ 13.0 ℃ 21時00分



調査結果（ランニングコスト）

農場：都城市モデル農場農場 農場
期間：平成２１年１月１日～２月２８日
項目：燃焼時間、燃焼回数、燃料使用量、エタノール使用量、灰発生量
結果

区分 焼却時間 焼却回数 ペレット使用量 エタノール使用量 灰発生量区分 焼却時間 焼却回数 ペレット使用量 エタノール使用量 灰発生量

１月 ２５１時間４２分

（８．１時間／日）

２１６回

（７．０回／日）

６，９５３ｋｇ

（２２４．３ｋｇ／日）

１２２．７㍑

（４．０㍑／日）

７８７ｋｇ

（２５．４ｋｇ／日）

２月 １４７時間５３分 １６６回 ４，１０１ｋｇ ９４．３㍑ ５５０ｋｇ

※：100円－(40円×2kg)＝20円 20円×１１，０５４ｋｇ＝▲２２１，０８０円／2月

（５．３時間／日） （５．９回／日）

ｇ

（１４６．５ｋｇ／日） （３．４㍑／日）

ｇ

（１９．６ｋｇ／日）

調査結果（生育）

※：100円 (40円 2kg) 20円 20円 １１，０５４ｋｇ ▲２２１，０８０円／2月

農場：都城市高城町農場
品種：「久輝Ⅲ」（台木：「ゆうゆう」）
定植：平成２０年１０月１８日（購入苗）
発育状況及び病害発生状況（H21.2.5）

１５節までの力枝長（ｃｍ） １０節目葉長（ｃｍ） １０節目葉幅（ｃｍ） 開花節位 収穫節位 病害発生

１４８ １８．８ ２０．７ ３．６ １１ べと病多、つる枯れ病中

※特別の問題なし

農家の感想
○生育等に異常は見られない。（都城市モデル農場、(社)宮崎県ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ種苗増殖ｾﾝﾀｰ）

※特別の問題なし



調査結果（臭気）

調査方法 ： ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ型 畜環研式ﾆｵｲｾﾝｻで定点の臭気指数測定
測定場所 ﾊｳｽ内（9箇所） ﾊｳｽ外（10箇所）うち煙突周辺(3箇所）測定場所 ： ﾊｳｽ内（9箇所）、ﾊｳｽ外（10箇所）うち煙突周辺(3箇所）
測定時期 ： 平成20年12月～平成21年1月（5回）
（分析結果）

測定日 暖房機の状況 臭気指数（ハウス内） 臭気指数（ハウス外）測定日 暖房機の状況 臭気指数（ハウス内） 臭気指数（ハウス外）

H20.12.10 未稼働時 － ０

H20.12.18 稼働終了後 １４～１７ ０

H20 12 24 稼働前 ０ ０H20.12.24 稼働前 ０ ０

H21.1.7 稼働時 ２２～２３ ０～１４

H21.1.8 稼働終了後 － ０

敷 境 線 が

（考察）
○ハウス外の煙突付近で高い臭気指数（１４）を測定したが、畜糞臭でなく排煙臭であった。
○煙直下の指数は ０ ８であり 規制値以下であった

臭気指数：悪臭防止法において、敷地境界線における規制基準は、悪臭物質の濃度と臭気指数がある。
宮崎県においては、宮崎市が臭気指数を用いており、規制基準は、１２、１５、１８としている。

○煙直下の指数は、０～８であり、規制値以下であった。
○煙突周辺を除くハウス外は、臭気指数は、全て０であった。
○ハウス内の高い値は、燃焼臭気ではなく薬剤臭気と思われた。
●ボイラーの燃焼による畜糞焼却臭がハウス内外で問題となる危険性は、きわめて低いと考えられる。

調査結果（熱量）

総発熱量 ４，６２０ｋｃａｌ／ｋｇ

真発熱量 ４，２９０Ｋｃａｌ／ｋｇ



調査結果（焼却灰の成分）

区 分 ク溶性リン酸（％） ク溶性リン酸（％）溶 溶

都城市モデル農家 ２１．６ １２．６

(社)宮崎県ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ種苗増殖ｾﾝﾀｰ １９．３ １３．２

畜ふんペレット暖房機に係る法律

○ 大気汚染防止法規制関係○ 大気汚染防止法規制関係

項目 ボイラー※ 畜ふんペレット暖房機

伝熱面積 １０㎡以上 ６㎡

※：大気汚染防止法におけるばい煙発生施設のボイラー数値

伝熱面積 以

燃焼能力 重油換算1時間当５０㍑ ２０～３０kg

項目 産業廃棄物焼却炉※ 畜ふんペレット暖房機

○ ダイオキシン類対策特別措置法規制関係

火床面積 ０．５㎡以上 ０．４㎡

燃焼能力 50kg/h以上、2,000kg/h未満 ２０～３０kg
※：ダイオキシン類特別措置法における廃棄物焼却炉数値

畜ふんペレットについては、廃棄物ではない。

● 法規制の対象外であるが、上記２項目について測定予定



バイオマス利活用プロジェクトチーム （畜糞ペレット暖房機）

暖房機械開発 普及 ため デ 農場 設置

目的

モデル農家
（都城市高城町、きゅうり、９ａ）

(社)宮崎県ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞ-種苗増殖ｾﾝﾀｰ
（宮崎市佐土原、にがうり、７ａ）

１ 暖房機械開発・普及のためのモデル農場の設置○原油価格高騰
○地球温暖化の防止

●化石燃料に変わる新たな燃料の導入
【【畜糞ペレット暖房機畜糞ペレット暖房機】】の開発の開発

調査 研究内容
○経済連

（営農振興課 農機施設課
○経済連 （営農振興課、農

機施設課 燃料課）連携

○実証農場の設置
○畜糞ペレット暖房機の開発
○畜糞ペレット暖房機の実用化
○畜糞ペレット暖房機の普及

調査・研究内容 （営農振興課、農機施設課
燃料課燃料課）

○南国興産
○園芸振興協議会

北諸県支部

機施設課、燃料課）
○南国興産南国興産
○総合農業試験場
○畜産試験場
○畜産課

バイオマス利活用プロジェクトチーム

H20～

官官 都城市、県（農政企画課、農産園芸課、営農支援
課、畜産課、 総合農業試験場、畜産試験場、
北諸県振興局）

学学 宮崎大学
産産 経済連（営農振興 農機施設 燃料） ＪＡ都城

PT構成メンバー

■ハウス暖房機開発の検討
○暖房機の性能等（熱量、燃費（Ａ重油燃料との

較 度 定 生育 査 残

畜糞ペレット暖房機の解決すべき課題

２ 普及のためのモデル農場設置（県内数カ所）
農林水産省、経済産業省等事業活用

H21～

産産 経済連（営農振興、農機施設、燃料）、ＪＡ都城
南国興産

比較）、温湿度測定、生育・収量調査、残灰発
生量・成分、機械の小型化）

○排気関係（臭気、排気成分）
○畜ふんペレット関係（臭気、保存性）

■原料調達の検討
（原料に用いる畜種）

３ 県内各農場への導入・畜糞ペレットを製造す
るための施設等整備

農林水産省、経済産業省等事業活用

H22～

■供給体制の検討
（必要量、在庫量、配送・収集体制）

■環境関連法への適合検討
（大気汚染防止法等）

９月：実証農場検討会
１０月：実証機械の設置（２農場）
１０月：プロジェクトチーム設立

スケジュール（H20）

４月：中間検討会
５月：中間検討会
６月：実績取りまとめ

参考

○畜ふんペレット暖房機
４００万円程度

○畜ふんペレット

■環境評価
ＣＯ2発生量削減効果

■普及
（普及方法）

１０月：プロジェクトチ ム設立
１１月：暖房機稼働開始

１月：中間検討会
３月：成果報告（中間）

６月：実績取りまとめ
４０円程度（５，０００cal／kg）

（A重油：１００円／Ｌ（９，３００caｌ／L）
※１００円－（４０円×２ｋｇ）＝２０円

▲２０円の経費削減



これまでのバイオマス利活用プロジェクトチームの経過及び今後のスケジュール

（経過）（経過）
○ 平成２０年 ９月：実証農場（都城市）検討会

○ 平成 年 月 実証農場 設置○ 平成２０年１０月：実証農場の設置

○ 平成２０年１０月：「バイオマス利活用プロジェクトチーム」設立

○ 平成２０年１１月：実証農場（畜ふんペレット暖房機）稼働

○ 平成２０年１１月：実証農場（宮崎市）検討会

○ 平成２１年 １月：「バイオマス利活用プロジェクトチーム」中間検討会○ 平成２１年 １月：「バイオマス利活用プロジェクトチ ム」中間検討会

（予定）
○ 平成２１年 ４月： 「バイオマス利活用プロジェクトチ ム」中間検討会○ 平成２１年 ４月： 「バイオマス利活用プロジェクトチーム」中間検討会

○ 平成２１年 ５月： 「バイオマス利活用プロジェクトチーム」中間検討会

○ 平成２１年 ６月：実績取りまとめ


